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　12月議会中に「5万円分の現金と5万円分のクーポン支給」から「10万円分の現金一括支給」へ変更
となりました。変更になったことで33万8000円の事務費が追加となりました。
　子育て世帯への給付金　7億3200万円
　　・1人10万円　7320人分
　事務費　548万9000円
　　・システム改修委託料	 319万円	 ・通信運搬費	 82万8000円
　　・職員の時間外勤務手当	 60万円	 ・口座振込手数料	 55万円
　　・消耗品費	 7万4000円	 ・振込組戻手数料	 2万7000円
　　・印刷製本費	 22万円
＊武豊町から令和3年9月分の児童手当を受給してみえる方（但し、特例給付者および公務員を除く）は
　年内給付となったため、議会最終日12月17日に変更通知を郵送しました。

高校生までに 10万円支給！

非課税世帯等に 10万円支給！

結果はマイナポータルから！

子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費
7億 3748万 9000円

全額国から補助

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業費
3億 6061万 1000円

全額国から補助

　住民税非課税世帯等に対する給付金　3億4600万円
　　・1世帯10万円　3460世帯分
　事務費　1461万1000円
　　・給付に関する事務作業3名分	 216万4000円	 ・消耗品費	 11万円
　　・通勤手当	 10万1000円	 ・印刷製本費	 23万8000円
　　・職員の時間外勤務手当	 510万4000円	 ・通信運搬費	 108万5000円
　　・システム改修委託料	 535万5000円	 ・口座振込手数料	 38万1000円
　　・専用電話の回線工事	 5万9000円	 ・振込組戻手数料	 1万4000円

　がん検診、肝炎ウイルス検診、歯周疾患検診の情報連携に関するシステムを改修することに
より、健（検）診結果を、マイナンバー制度と情報連携します。また、市町村をまたぐ転居時に
健（検）診結果などを市町村間で引き継がれるしくみの構築と、個人がマイナポータルを閲覧
し、結果を確認することができるようになる予定です。

システム改修委託料は対象者が異なる
たびに事務費に計上されます。日本全
体だといくらになるのでしょう。　　

「SDGs」を意識した新しい　生活様式は感染症対策とともに
子ども

生　活

健　康

健康かるてシステム電算業務委託料　423万 5000円
町負担 57％ 国補助金 43％
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ゴミ減量目標達成！

「SDGs」を意識した新しい　生活様式は感染症対策とともに

他の質疑は P5 の
建設経済委員会を
見てね
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ごみ処理有料化

可燃ゴミ プラ製容器包装・紙製容器包装紙類計

＊見込み

資源物処理量の推移

令和2年度の実績
生ごみ堆肥化容器設置補助金
　26万4000円
　◎年度当初予算は
　　生ごみ処理機6基
　　生ごみ処理容器12基
　◎9月補正
　　生ごみ処理機20基
　◎12月補正
　　生ごみ処理機33基
　　生ごみ処理容器33基

プラスチック製容器包装リサイクル処理委託料　430万9000円
紙類リサイクル処理委託料　143万円
生ごみ堆肥化容器設置補助金　45万3000円

　ごみの減量について、平成26年度比で約1380ｔの減少となり、目標の1000ｔの
減量は達成見込みです。
　ごみの減量は町民の皆さんのごみの分別・減量意識が高まったためと思われます。
議会もペーパーレス化を目的に、タブレットの導入に向けて検討を始めています。
（P15		ICTプロジェクトチーム発足記事あり）

生　活

当初予算　2億 348万 3000円
補正額　省資源対策事業費　619万 2000円

令和3年度
生ごみ堆肥化容器設置補助金
　45万3000円
　◯生ごみ処理容器
　　実績33基、見込31基
　◯生ごみ処理機
　　実績28基、見込24基


